
中型トラックの電気装置のリコールについて 
平成 25年8月6日 

リコール届出番号3203

平成25年8月6日、UDトラックス株式会社は下記のリコールを国土交通大臣に届け出しました。 

対象車両をご愛用のお客様には、大変ご迷惑をおかけしまして誠に申し訳ございません。 

ご愛用車の措置につきましては、販売会社よりご連絡・ご相談をさせていただきますので、点

検・修理（無料）をお受けいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

対象車両をご愛用のお客様には大変ご迷惑をおかけいたしましたことを、心よりお詫び申し上

げます。  

１．不具合の状況 

 中型トラックの電気装置において、スタータケーブルを固定するための結束バンド取付作業

が不適切なため、スタータケーブルとＵＤＰＣ（ディーゼル微粒子除去装置）の排気温度セ

ンサー部のマフラーカバーの隙間が少なくなるものがあります。そのため、そのままの状態

で使用を続けると、当該ケーブルの外装コルゲートチューブがマフラーカバーと干渉するこ

とで溶損し、最悪の場合、スタータケーブルの被覆が溶損し短絡するため、エンジンの始動

ができなくなるおそれがあります。 

２．改善の内容 

 全車両、スタータケーブルの結束バンド位置を点検し、不適切な場合には正規位置に修正す

るとともに、マフラーカバーとの隙間を確保するための結束バンドを追加します。また、コ

ルゲートチューブに溶損がある場合は、新品のコルゲートチューブで修理し、スタータケー

ブルの被覆に溶損がある場合には、新品ケーブルと交換します。

３．対象車両 

 ＵＤトラックス株式会社が製作している中型トラックが対象です。

 型式、車台番号の範囲、製作期間、対象台数は次の通りです。

https://www.udtrucks.com/japan/-/media/Files/Japan/recall-details/2013/20130806.pdf


社名 型式 通称名 
リコール対象車の車台番号の

範囲及び製作期間 

リコール対

象車の台数 

ＵＤトラック

ス 
SKG-MK38L 

TKG-MK38L 

｢コンドル｣ MK38L-00146～MK38L-11526 

平成23年 8月 2日～平成25年 3月 8

日 

194 

SKG-LK38L 

TKG-LK38L 

LK38L-00127～LK38L-10047 

平成23年10月28日～平成25年 3月 

1日 

16 

(計4型式) (計1車種) 

(製作期間の全体の範囲)  

平成23年 8月2日～平成25年3月 8

日 

(計 210 台) 

＜ご注意＞ 

 対象車両の含まれる車台番号の範囲には、対象とならない車両もありますので、詳しくは最

寄りのＵＤトラックス販売会社にお問い合わせください。

 対象車両の製作期間はご購入の時期とは異なります。

【お問い合わせ先】 

ＵＤトラックス株式会社 お客様相談室 

〒３６２－８５２３ 埼玉県上尾市大字壱丁目１番地 

フリーダイヤル ０１２０－６７－２３０１

オープン時間 月曜日～金曜日 ９：００～１２：００、１３：００～１７：００

但し、会社休業日を除きます。



 　注： 　　　　　　内は不要となる取り外し部品を示す。

識別：　スタータケーブル外装コルゲートチューブに、白色ペイントを塗布する。

改善箇所説明図

改善の内容
全車両、スタータケーブルの結束バンド位置を点検し、不適切な場合には正規位置に修

正するとともに、マフラーカバーとの隙間を確保するための結束バンドを追加する。また、
コルゲートチューブに溶損がある場合は、新品のコルゲートチューブで修理し、スタータ
ケーブルの被覆に溶損がある場合には、新品ケーブルと交換する。

スタータケーブルを固定するための結束バンド取付作業が不適切なため、スタータ
ケーブルとＵＤＰＣ（ディーゼル微粒子除去装置）の排気温度センサー部のマフラーカ
バーの隙間が少なくなるものがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、当
該ケーブルの外装コルゲートチューブがマフラーカバーと干渉することで溶損し、最悪
の場合、スタータケーブルの被覆が溶損し短絡するため、エンジンの始動ができなくな
るおそれがある。
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